
令和5年度

事　業　計　画 

社会福祉法人 八王子市社会福祉協議会



目次

1組織図

1.　法人運営事業 2

２.　地域福祉事業 9

３.　ボランティア活動推進事業 14

４.　高齢者ボランティア・ポイント制度事業 16

５.　重層的支援体制整備事業 17

６.　うぃずサービス事業 17

７.　生活福祉資金貸付事業 18

８.　受験生チャレンジ支援貸付事業 18

10.　福祉サービス総合支援事業 20

11.　成年後見活用あんしん生活創造事業 21

９.　要支援者個別避難計画事業 19

12.　学童保育事業 22

13.　放課後子ども教室事業 23

14.　歳末たすけあい運動事業 24

15.　恩方老人憩の家管理運営事業 25

16.　長房ふれあい館管理運営事業 25

17.　自動販売機設置事業 26

１8.　共同募金運動に関する事業 26



指定管理事業

組織図　社会福祉法人 八王子市社会福祉協議会　(令和5年4月1日現在)
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事業内容
実施時期

○総務担当
　 ・苦情解決第三者委員会　   ・第3次いきいきプラン八王子推進委員会

○権利擁護担当
　 ・成年後見・あんしんサポートセンター八王子運営委員会

○市民力支援課
　 ・ボランティア活動推進協議会
　 ・歳末たすけあいバザー実行委員会　　・歳末たすけあい募金配分検討委員会

○その他、職員による下記委員会を随時開催
 　・研修体系策定委員会    　　　　　　　　・集合研修委員会    ・財務検討委員会
　 ・災害ボランティア活動推進委員会   　・広報委員会　　　　・自主財源確保拡充委員会

予算(千円) 今年度予算 - 昨年度予算 - 昨年度比

サービス区分 法人運営事業 他 区分 継続

目的
専門的事項の協議を行う委員会等を開催し、事業推進を図る。

事業名： 委員会 担当名： 各担当

事業内容
実施時期

○理事会・評議員会の開催
　 内容：予算・事業計画の決議、決算・事業報告の承認、各種規程の制定及び改正等

○監事による決算監査の実施

○評議員選任・解任委員会の開催
　 内容：理事会から推薦された評議員候補者の選任と解任

○会計、財務に関する諸規程に基づき、健全な財務管理・財務運営を図る。

○法人運営の効率化のため、社会保険労務士等専門家を活用する。

○デジタル化への対応として、社内文書のペーパーレス化および電子帳簿保存法への
対応についての検討および実施

予算(千円) 今年度予算 - 昨年度予算 - 昨年度比

サービス区分 法人運営事業 区分 継続

目的
地域福祉を推進する中核的団体としての使命を達成するために、法人運営及び事業の
円滑な実施を図る。

1.法人運営事業

事業名： 組織運営 担当名：
福祉総務課
総務担当
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事業内容
実施時期

○寄付収入の増加を図る。

○財産遺贈の受け入れを進め、寄付者の意思に基づく活用を検討する。

○チャリティー型自動販売機の設置を進める。

○地域福祉に役立たせたいと相談があった寄付について、有効に活用していただける
地域福祉活動団体や福祉施設等の受領先を紹介する。

予算(千円) 今年度予算 8,455 昨年度予算 6,464 昨年度比 1,991

サービス区分 法人運営事業 区分 継続

目的
地域福祉を推進するための事業資金となる自主財源の確保を図る。

事業名： 寄付 担当名：
福祉総務課
総務担当

事業内容
実施時期

○町会、自治会等の協力を得て、住民へ社協事業のＰＲを実施し、会員加入の促進を図
る。

〇地域福祉応援企業（社協サポーター企業、社協パートナー企業）を募り、企業の会員加
入促進を図る。（新規）
　・地域福祉応援企業　会員章の作成
　・地域福祉応援企業の集いの実施

〇検討項目
 　・はちまるサポートを活用した会員の加入促進
　 ・町会自治会への働きかけの強化

○目標

予算(千円) 今年度予算 11,145 昨年度予算 13,165 昨年度比 △ 2,020

サービス区分 法人運営事業 区分 拡充

目的
地域福祉を推進するための事業資金となる自主財源確保のため、会員加入の促進を図
る。

事業名： 会員募集 担当名： 市民力支援課

件数 金額

正会員 13,500 6,750,000

賛助会員 270 945,000

特別会員 300 3,000,000
地域福祉応援企業 15 450,000

合計 14,085 11,145,000
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事業内容
実施時期

○開 催 日 ：11月

○開催場所 ：学園都市センター

〇対象者：社会福祉の功労者、高額寄付者、退任理事評議員、ボランティア活動者等

予算(千円) 今年度予算 259 昨年度予算 259 昨年度比 0

サービス区分 法人運営事業 区分 継続

目的
社会福祉に対する功労者等に対し、感謝の意を表し、福祉の増進に寄与する。

事業名： 授賞式 担当名：
福祉総務課
総務担当

事業内容
実施時期

○不要入れ歯を回収し、金属を換金する。
 　・回収ＢＯＸ　設置台数　　5台
　　 （市本庁舎、東浅川保健福祉センター、南大沢保健福祉センター、
　　　 大横保健福祉センター、恩方老人憩の家）

○使用済み切手を集め、収集家へ売却する。

○ホームページやＦａｃｅｂｏｏｋで広報を積極的に行い、周知に努める。

予算(千円) 今年度予算 85 昨年度予算 85 昨年度比 0

サービス区分 法人運営事業 区分 継続

目的
資源循環に寄与するとともに、生じた差益により自主財源の確保を図る。

事業名： 不要物品等回収による自主財源の確保 担当名：
福祉総務課
総務担当
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目的
地域福祉に貢献する活動を支援し、その振興を図る。

事業内容
実施時期

「八王子市社会福祉協議会の後援名義使用の承認に関する事務取扱要領」に基づき、申
請内容を審査し、承認を行う。

○令和4年度承認件数　2月末現在　57件

予算(千円) 今年度予算 - 昨年度予算 - 昨年度比

事業名： 後援名義の使用承認 担当名：
福祉総務課
総務担当

サービス区分 法人運営事業 区分 継続

事業内容
実施時期

民生委員･児童委員を協力委員として委嘱し、地域福祉推進における協働・連携を図る
ため、民生委員･児童委員協議会20地区へ連絡調整会議費を支給する。

・在宅ひとりぐらし高齢者実態調査については、令和5年度からは委託事業「高齢者世
帯実態調査」へ移行

予算(千円) 今年度予算 689 昨年度予算 689 昨年度比 0

サービス区分 法人運営事業 区分 継続

目的
民生委員活動と連携し、地域福祉活動の推進を図る。

事業名： 民生委員・児童委員協議会との連携 担当名：
福祉総務課
総務担当
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目的
事業啓発とＰＲをはじめとする広報活動により、福祉文化の醸成や啓発を図り、市民や
関係団体向けに福祉活動に役立つ情報発信を行う。

事業内容
実施時期

○社協だよりの発行　発行部数103,000部
発行月：7月、10月、1月、3月の年4回　（タブロイド版4ページで作成）
配付方法：新聞折込
　　　　　　 市事務所、市民センター、図書館、高齢者あんしん相談センター
　　　　　　 道の駅などへの配布

○ＩＴ環境の変化や拠点等における広報誌の発行を踏まえ、今後の広報のあり方につい
て検討を行う。

○市民や関係団体向けに、社会福祉協議会ＰＲのためのパンフレットを配布する。

○事業や地域に密着した広報誌（ボランティアセンターだよりや、ささえあい通信など）
を通し、情報を発信する。

○市民や関係団体向けに、本会の事業や活動をわかりやすく情報発信するため、ホーム
ページのリニューアルをする。

○ホームページの管理：新しい情報を常に提供するため、情報を更新する。また、保守管
理のため、専門業者へ業務を委託する。

○Ｆａｃｅｂｏｏｋページの活用：地域活動やイベントなどについてタイムリーに情報発信す
る。

〇メールマガジンの配信：登録のあった読者に対して、共同募金・歳末たすけあい運動
関連の助成金を中心に役立つ情報を提供する。

予算(千円) 今年度予算 8,120 昨年度予算 4,117 昨年度比 4,003

事業名： 広報誌の発行およびホームページ等による情報発信 担当名： 各担当

サービス区分 法人運営事業 区分 継続
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目的
地区社会福祉協議会を支援し、地域福祉活動の推進を図る。

事業内容
実施時期

〇実施事業、事務局運営等に対し助成するとともに、連携して地域福祉の推進を図る。

<浅川地区社会福祉協議会が実施している事業内容>
　・ボランティアニーズの受付及び対応
　・子育てサロン「ひよこクラブ」の開催
　・広報誌「あさかわ福祉」　年2回発行
　・ホームページによる情報発信
　・車いすの貸出　他

予算(千円) 今年度予算 1,300 昨年度予算 1,300 昨年度比 0

事業名： 浅川地区社会福祉協議会への支援 担当名：
福祉総務課
総務担当

サービス区分 法人運営事業 区分 継続

目的
社会福祉士等の国家資格取得にむけた実習生を受け入れ、福祉活動の推進に必要な人
材の養成及び確保を図る。

事業内容
実施時期

市内にある大学等に在籍する学生を受け入れ、「社会福祉士及び介護福祉士法等の一
部を改正する法律」に基づいた、実習についての基本プログラムを作成する。新カリ
キュラム導入に伴い、夏期180時間の実習に加えて、冬期60時間の実習指導をプログ
ラムに沿って行う。

＜受入予定人数＞
　・夏期：6名（3校）
　・冬期：未定

〇実習生に充実した内容のプログラム提供および実習指導ができるよう、受講資格の
ある職員には実習指導者研修を積極的に受講させる。

予算(千円) 今年度予算 427 昨年度予算 465 昨年度比 △ 38

事業名： 実習生の受け入れ 担当名：
福祉総務課
総務担当

サービス区分 法人運営事業 区分 継続
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事業名： 八王子での社会福祉法人のネットワーク化 担当名：
福祉総務課 総務担当
支えあい推進課

サービス区分 法人運営事業 他 区分 継続

目的
八王子市内で施設又は事業所を運営する社会福祉法人が分野の垣根を越えて連携し、
社会福祉法人の活動強化や地域の課題に即した取組みを推進する。

事業内容
実施時期

〇八王子市内で活動する社会福祉法人の相互連携を図るため、はちまるサポートごと
に構築する「地域ネットワーク」を基盤に、市内社会福祉法人と協働していく。

予算(千円) 今年度予算 16 昨年度予算 51 昨年度比 △ 35
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事業内容
実施時期

【施設児童プール招待】
市内のプールを1日貸切り、児童養護施設等入所児童を招待して夏の楽しいひと時を過
ごしていただく。登録ボランティアや学生が当日の運営をサポートすることで、施設児
童への理解を深める。
〇実施時期　8月
○対象施設
・エスオーエスこどもの村 ・武蔵野児童学園 ・こどものうち八栄寮 ・リフレここのえ ・今
良学舎

【ひとり親家庭高尾山招待】
参加希望世帯を募り、高尾登山電鉄㈱より提供されるケーブル・リフト券とサル園入園
券及び本会から食事券を贈り、実施期間中に利用してもらう。
○実施期間　6月1日～8月31日

【子ども居場所団体への活動用品支給】
市内で食や学習支援などを通じた子どもの居場所づくりを実践する団体に希望する活
動用品を購入し配分する。
○実施期間　秋

予算(千円) 今年度予算 1,649 昨年度予算 771 昨年度比 878

地域福祉事業(子ども福祉事業) 区分 継続

目的
子どもに関連する福祉事業の実施により、対象児童の健全育成と福祉増進を図る。

事業名： 子ども福祉事業 担当名： 市民力支援課

2.　地域福祉事業

事業名： 第3次いきいきプラン八王子推進委員会の開催 担当名：
福祉総務課 総務担当
支えあい推進課

サービス区分 地域福祉事業(いきいきプラン推進事業) 区分 継続

目的
第3次いきいきプラン八王子（地域福祉活動計画・社協発展強化計画）の具現化を図
る。

(八王子市補助事業)

事業内容
実施時期

○計画の期間：令和元年度～令和6年度の6ヵ年計画

〇第3次いきいきプラン八王子推進委員会において計画（地域福祉活動計画・社協発展
強化計画)の進行状況の把握及び課題解決の検討を行う。令和5年度においては、改定
版の進捗状況の確認に加え、令和6年度に次期計画策定を担う策定委員会について協
議する。

○改定版の具現化
・個別地域課題の早期発見・解決を目的とした、コミュニティーソーシャルワーク活動へ
の住民参加形態の一つとしてはちまるサポーターを募りそのメンバーで構成する応援
団を設置する。
・はちまる圏域ごとで、多様な主体が参画してもらい地域福祉推進の企画立案を目的と
する場（プラットフォーム）の設置、2つの協働の場を立ち上げることを検討する。

予算(千円) 今年度予算 208 昨年度予算 156 昨年度比 52

サービス区分
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事業内容
実施時期

【むかし若ものふれあい作品展】
○八王子市高齢者活動コーディネートセンター(通称八王子センター元気）との協賛事
業として社会福祉団体など助成金交付要綱に基づき、また助成金５万円を上限として
助成金交付する

○ちぎり絵、陶芸、手芸、他手作り作品の展示

○開催場所：いちょうホール展示室1階・2階（令和5年１0月予定）

予算(千円) 今年度予算 50 昨年度予算 50 昨年度比 0

サービス区分 地域福祉事業(高齢者福祉事業) 区分 継続

目的
高齢者に関連する事業の実施により、地域住民との交流活性化や生きがいづくり等高
齢者福祉増進に寄与する。

事業名： 高齢者福祉事業 担当名： 市民力支援課

目的
子ども・支援団体・地域・行政をつなぐ地域ネットワークを形成し、子どもにとって身近
で利用しやすい支援の体制を整備する

(八王子市委託事業)

事業名： 八王子市地域子ども支援事業（はちおうじミライ応援団事務局） 担当名： 市民力支援課

サービス区分 地域福祉事業(子ども福祉事業) 区分 継続

事業内容
実施時期

八王子市内にある、地域食堂、学習支援団体、居場所、フードバンク等の活動が円滑に
行えるようネットワークを形成し、情報提供や助言を行う。

〇登録団体及び、新規立上げに関する相談対応（随時）

〇登録団体との連絡会の開催（年４回）

〇登録団体への研修会の開催（年２回）

〇子ども食堂新規立ち上げ支援講座（年２回）

〇ホームページの運用

○パンフレットの作成・配布

予算(千円) 今年度予算 4,658 昨年度予算 4,658 昨年度比 0
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事業内容
実施時期

○聴覚障がい者等からの派遣依頼に対し、手話通訳協力者・要約筆記協力者を派遣す
る。

〇通訳者の感染予防及び災害等緊急時のために遠隔通訳を実施

〇協力者向け研修会の開催

〇協力者の頸肩腕障害予防健診の実施

〇新規協力者の募集及び登録手続き

〇当該事業関係者（市・社協・聴覚障がい当事者2団体、協力者団体）の連携

〇当該派遣制度に基づかない団体派遣のあり方について、関係機関・団体との協議の
場を設定し、議論する。

予算(千円) 今年度予算 16,907 昨年度予算 14,531 昨年度比 2,376

サービス区分 地域福祉事業(手話) 区分 継続

目的
聴覚障がい者等の社会参加および福祉増進を図る。

(八王子市委託事業)

事業内容
実施時期

○アイバンク福祉基金
・視覚、聴覚障がい者福祉の発展を図るための事業に対して費用助成する。（上限
150,000円）
・八王子市アイバンク推進協議会に対して、アイバンク推進運動の助成を行う。（助成額
50,000円）

〇中央競馬馬主社会福祉財団助成
・特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）もしくは法人格を有しない障がい者福祉施設などに
対し、車両や備品、建物の修繕等を対象に財団法人中央競馬馬主社会福祉財団が助成
する。

○市内で活動している音訳ボランティア2団体に対して、貸出し用ＵＳＢ等を配布する。

○手話通訳協力者で組織されている手話通訳協力者の会の運営費を助成する。

〇福祉まつり、ふれあい運動会、手作り作品展示即売会の開催に伴う運営費を助成す
る。

予算(千円) 今年度予算 1,497 昨年度予算 2,297 昨年度比 △ 800

サービス区分 地域福祉事業(障がい者福祉事業) 区分 継続

目的
事業に対して費用等を助成し、障がい者福祉の発展を図る。

事業名： 障がい者福祉事業 担当名：
福祉総務課 総務担当
市民力支援課

事業名： 手話通訳協力者・要約筆記協力者派遣 担当名： 市民力支援課
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事業内容
実施時期

歳末たすけあい募金を財源に、以下の助成金を行う。

○地域ささえあい助成金（前年度は2月・9月の2回募集）
・対象：ボランティア団体・ＮＰＯ法人（市内でささえあい・たすけあい活動に取り組む構
成員5名以上の団体）など
・金額：上限15万円
（新規立上げ団体支援は上限20万円、また、延長申請6～8回には上限金額あり)

○当事者団体助成金（4月募集）
・障がいまたは難病などの当事者団体（上限4万円）

予算(千円) 今年度予算 3,000 昨年度予算 3,000 昨年度比 0

サービス区分 地域福祉事業(その他) 区分 継続

目的
市内で地域福祉活動を実施している団体等を支援し、安心して生活できる環境づくり
を図る。

事業名： 地域福祉活動団体への助成 担当名： 市民力支援課

事業内容
実施時期

福祉のまちづくり活動推進事業費として、当該地域を構成する町会自治会を通じて納
付された前年度会費の15％を上限額とした助成を行う。

○地域住民協議会地域福祉活動支援助成金

予算(千円) 今年度予算 1,600 昨年度予算 1,600 昨年度比 0

サービス区分 地域福祉事業(その他) 区分 継続

目的
地域住民協議会が行う地域住民の参画による活動を支援し、福祉のまちづくりを図る。

事業名： 地域福祉活動支援 担当名： 市民力支援課
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事業内容
実施時期

○法外援護
行旅病人等の要援護者への必要経費等を支給し、緊急時の援護を行う。

○無縁仏の供養
行旅死亡人等及び戦災殉難者無縁仏を供養する。

○ひとり親家庭支援
ひとり親家庭高等職業訓練促進資金事業の借入申込書・借用書等の受付業務及び委託
先への送付業務を行う。

予算(千円) 今年度予算 813 昨年度予算 813 昨年度比 0

サービス区分 地域福祉事業(その他) 区分 継続

目的
地域の様々な福祉課題に対応し、福祉増進を図る。

事業名： その他地域福祉事業 担当名： 各担当

事業内容
実施時期

〇㈱村内ファニチャーアクセス社会福祉団体助成
・地域福祉活動の発展を図るための事業に必要な備品購入費助成（上限 750,000
円）

〇八王子・高尾・南大沢遊技場組合助成
・青少年の健全育成に取り組んでいる団体への助成（上限 500,000円）

○中学生社会福祉意見発表大会費用助成(上限 90,000円)

○八王子シニアクラブ連合会への事務交付金交付

○ほっと助成
・地域の居場所(子育てサロン・子ども食堂など)を提供する団体に対する会場費等の助
成(上限 50,000円)

予算(千円) 今年度予算 1,990 昨年度予算 1,990 昨年度比 0

サービス区分 地域福祉事業(その他) 区分 継続

目的
社会福祉活動を行う団体等に対し、助成金等を交付することにより地域福祉活動の充
実発展を図る。

事業名： 福祉団体等への支援 担当名：
福祉総務課
総務担当
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サービス区分 ボランティア活動推進事業 区分 継続

目的
ボランティア活動の活性化・活動推進を図る。

(八王子市補助事業)

3.　ボランティア活動推進事業

事業名： ボランティア相談・活動支援 担当名： 市民力支援課

事業内容
実施時期

○相談員によるボランティア活動に対する相談・助言や情報の収集、活動先の紹介
　 ・ボランティア入門として清掃ボランティアを募り、ボランティアセンター近隣の
     清掃活動、活動先紹介などを行う。(年６回)

○ボランティア保険の申込受付

〇登録ボランティア支援
   ・会議室、印刷機等の貸し出し
   ・学習会、連絡会の開催

〇登録ボランティアグループ支援
   ・助成金の交付
　　＊毎年4月末日の会員数：5人以上10人未満　5,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 10人以上30人未満　10,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 30人以上　20,000円

予算(千円) 今年度予算 3,040 昨年度予算 4,031 昨年度比 △ 991

サービス区分 ボランティア活動推進事業 区分 継続

目的
広く地域住民に対しボランティア活動の普及啓発を図る。

(八王子市補助事業)

事業名： ボランティア活動普及・登録推進 担当名： 市民力支援課

事業内容
実施時期

○情報提供や活動啓発を目的に広報誌ボランティアセンターだより発行する。
　 (年4回 5,200部/回 発行）

○ホームページやＦａｃｅｂｏｏｋを利用し、ボランティア情報を発信する。

○ＬＩＮＥ＠を活用し、ボランティアに関する情報発信する。(随時)

○市内での大規模災害発生時に災害ボランティア活動者向けの連絡ツールとして、
　 「八王子社協災ボラ情報ライン」を運用する。
   ・災害ボランティアに関する情報発信（平常時：随時）

○手作り作品展示即売会や道の駅八王子滝山、はちおうじＮＰＯフェスティバルなど、
多くの市民が集うイベントにおいて、ボランティア活動や地域福祉推進を図るためのＰ
Ｒ活動を行う。

予算(千円) 今年度予算 1,896 昨年度予算 1,048 昨年度比 848
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事業名： 災害ボランティアセンター事業 担当名： 市民力支援課

事業名： ボランティア講座の開催や学校等への車いす体験学習 担当名： 市民力支援課

サービス区分 ボランティア活動推進事業 区分

予算(千円) 今年度予算 629 昨年度予算 451 昨年度比 178

目的

サービス区分 ボランティア活動推進事業 区分 継続

災害ボランティアに関する事業を総合的かつ計画的に推進する。

(八王子市補助事業)

事業内容
実施時期

〇災害ボランティア資機材管理

○災害ボランティアリーダー（運営スタッフ）養成講座（年２回）

〇災害ボランティアセンター立ち上げ・運営訓練の実施（年2回）

〇住民向け防災・災害ボランティアに関する講座の実施（年4回）

〇災害ボランティアに関する情報発信をライン＠にて行う。（自主事業）
　平常時：月1回程度　　　　災害時：必要に応じて配信

○他団体との連携と役割（災害協定締結）（自主事業）
　 ・大規模災害発生時における相互支援協定締結先との連携協働
　 ・研修会、交流会の開催

○近隣県等に自然災害が発生した際に、災害ボランティアセンターの受け入れ状況に
　 応じ、市民ボランティアを派遣し、被災地支援を行う。  （自主事業）

〇大規模災害発生時に災害ボランティアリーダー養成活動助成金の活用

継続

目的
ボランティア講座等の開催により、ボランティア活動への参加や地域福祉推進の理解を
促進する。

(八王子市補助事業)

事業内容
実施時期

〇超高齢社会に生きるボランティア講演会（年1回　3月）

○ボランティア入門講座　(年1回)

○夏休み体験ボランティア（7月～8月）
・学生のボランティアへの呼びかけを強化する。

○小中学校や企業等を対象に、車いす体験や高齢者擬似体験、点字体験、
　 視覚障がい擬似体験、身体障がいの方々による講話を行う。

○地域の寄り添いボランティア養成講座（年1回　全6回×1会場）
　　　※これまでの傾聴講座と精神講座を合併させた講座になります。

予算(千円) 今年度予算 673 昨年度予算 736 昨年度比 △ 63
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目的
高齢者の介護予防事業としてボランティア・ポイント制度を推進し、高齢者の地域参加
を図る。

(八王子市委託事業)

事業内容
実施時期

○対象者：65歳以上の制度利用登録済みの高齢者とする。（新規登録受付は終了）

○主な業務：てくポ登録説明会への参加及びボランティア活動の紹介、登録者の研修の
実施、スタンプ手帳の受領と点検、ボランティアと活動先との調整等

○登録者数：2,404名（令和4年12月末現在）

○受入施設・団体：232施設136団体
 　（令和4年12月末現在）

予算(千円) 今年度予算 6,923 昨年度予算 6,315 昨年度比 608

4.　高齢者ボランティア・ポイント制度事業

事業名： 高齢者ボランティア･ポイント制度 担当名： 市民力支援課

サービス区分 高齢者ボランティア・ポイント制度事業 区分 継続

事業内容
実施時期

○期　間： 3ヶ月以内(更新可)
○利用料： 無料
○保有台数：423台(令和5年1月末現在)
○貸出し窓口：
　 ・ボランティアセンター
 　・ボランティアセンター南大沢分室
　 ・はちまるサポート9カ所
　　（石川・川口・恩方・元八王子・館・浅川・台町・大和田・由木）
 　・長房ふれあい館
　 ・浅川地区社会福祉協議会
 　・各市民センター（浅川・台町・大和田・由木中央を除く）

○貸出期間の見直しに向け、利用者への周知を行う

○市民センターでの貸出について、関係者と協議の上、役割分担等を整理する。

予算(千円) 今年度予算 250 昨年度予算 170 昨年度比 80

サービス区分 ボランティア活動推進事業 区分 継続

目的
高齢や障がい、疾病等車いすを必要とする、在宅で生活する市民を対象に車いすを貸
出す。

事業名： 車いすの貸出し 担当名： 市民力支援課
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昨年度比 0予算(千円) 今年度予算 17,425 昨年度予算 17,425

目的
住民相互の支えあいの活動を推進する。

事業内容
実施時期

〇高齢者、障がい者、ひとり親家庭、産前産後、病気等で日常生活を送るうえで援助の
必要な方に住民相互の支えあいの活動として、会員制による有償家事援助を行う。

〇会員へのサービス運営情報や福祉関連情報を周知するため、機関紙を年3回発行す
る。

〇協力会員を対象に、資質向上を目的とした研修会等を実施する。

〇年６回協力会員登録説明会を実施する。

○利用促進を図るため、広報はちおうじ・社協だより・社協ＨＰ等で事業周知を実施す
る。
※協力会員目標数：230名（令和5年1月末現在201名）

サービス区分 うぃずサービス事業 区分 継続

6.　うぃずサービス事業

事業名： 有償家事援助サービス（うぃずサービス） 担当名： 支えあい推進課

5.　重層的支援体制整備事業

事業名： 重層的支援体制整備事業 担当名： 支えあい推進課

サービス区分 重層的支援体制整備事業 区分 継続

目的

住民が抱える複雑化・複合化する課題/ニーズに対応する包括的な支援体制を構築する
ため、「Ⅰ相談支援」、「Ⅱ参加支援」、「Ⅲ地域づくりに向けた支援」を一体的に実施す
る。

(八王子市委託事業)

事業内容
実施時期

包括的な支援を行う場として市内12ヵ所に展開するはちまるサポートを中心に、以下
の取組を実施する。令和5年度においては、新たにはちまるサポート加住を加住事務所
内に開設するほか、はちまるサポート由井を由井市民センターから由井事務所内へ移転
することにより、併設の高齢者あんしん相談センターとの連携を強化し、重層的支援体
制整備事業の充実を図る。

【相談支援機能】
○包括的相談支援事業
○多機関協働事業
○アウトリーチ等を通じた継続的支援事業

【参加支援】
○社会とのつながりづくり

【地域づくり支援】
○地域の居場所の整備
○市民啓発（市民フォーラムの開催）

予算(千円) 今年度予算 208,898 昨年度予算 173,807 昨年度比 35,091
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事業内容
実施時期

○学習塾等受講料の貸付（通年）
高校・大学受験共に200,000円を限度として貸付

○高校・大学受験料の貸付
高校受験：27,400円を限度として貸付
大学受験：80,000円を限度として貸付

○貸付件数目標数　650件

○制度利用を契機として、課題を抱えた世帯の把握を行うとともに、適切な支援へとつ
なげる。

予算(千円) 今年度予算 17,500 昨年度予算 11,500 昨年度比 6,000

サービス区分 受験生チャレンジ支援貸付事務受託事業 区分 継続

目的

一定所得以下の世帯の子どもたちへの支援として、学習塾などの費用や高校及び大学
などの受験費用について貸付を行うことにより、将来の自立に向けて意欲的に取り組
む子供たちが高校や大学への進学を目指し、受験に挑戦することを支援する。

(八王子市委託事業)

事業内容
実施時期

１．福祉資金
2．緊急小口資金
3．教育支援資金
4．総合支援資金
5．不動産担保型生活資金
6．要保護不動産担保型生活資金
７．緊急小口資金（特例貸付）※償還相談のみ
８．総合支援資金（特例貸付）※償還相談のみ
（通年）

複合的な課題を抱える世帯からの相談に対応していくため、職員の専門性向上を目指
した取り組みを行う。

予算(千円) 今年度予算 35,948 昨年度予算 33,521 昨年度比 2,427

8.　受験生チャレンジ支援貸付事業

事業名： 受験生チャレンジ支援貸付事業 担当名：
福祉総務課
生活支援相談担当

サービス区分 生活福祉資金貸付事務受託事業 区分 継続

目的
低所得世帯、障がい者や介護を要する高齢者のいる世帯に対し、資金の貸付と必要な
相談支援を行うことにより、世帯の生活の安定と経済的自立を図る。

(東社協委託事業)

7.　生活福祉資金貸付事務委託事業

事業名： 生活福祉資金等貸付事業 担当名：
福祉総務課
生活支援相談担当
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昨年度比 19,879予算(千円) 今年度予算 44,205 昨年度予算 24,326

事業内容
実施時期

〇災害時における避難行動要支援者に対する個別避難計画作成を管理し、関係機関の
協力の元作成する。

〇作成要件

サービス区分 要支援者個別避難計画事務受託事業 区分 拡充

目的
災害時における避難行動要支援者に対する、個別避難計画の作成及び管理を行う。

(八王子市委託事業)

9.　要支援者個別避難計画事務受託事業

事業名： 避難行動要支援者個別避難計画作成及び管理等 担当名： 市民力支援課

事業名： 高齢者世帯実態調査 担当名： 市民力支援課

サービス区分 要支援者個別避難計画事務受託事業 区分 拡充

目的
①地域福祉推進のための施策への活用②民生委員・児童委員の活動支援③平常時の安
否確認への活用④避難行動要支援者支援への活用

(八王子市委託事業)

事業内容
実施時期

○対象者：八王子市在住で令和5年4月1日現在、74歳以上の単身世帯の方、令和5年
4月1日現在、75歳以上の者のみで構成される世帯の方

○年齢基準日：令和5年4月1日

○内 容：民生委員・児童委員協議会の協力を得て、戸別訪問により実施

〇調査時期：令和5年4月1日～7月31日

※当該事業は令和5年度より八王子市からの委託事業となる。

昨年度比 -予算(千円) 今年度予算 - 昨年度予算 800

要件 作成者
① 要介護３以上の認定を受けており、施設入所していない者 ケアマネ
次のいずれかに該当する障害者手帳所持者で、施設入所していない者
◆自力避難が困難な者　◆避難情報の入手が困難な者　◆避難の判断が困
※障害者手帳の内容で判断する

③ 75歳以上のひとりぐらし高齢者で、自力避難が困難かつ同意をする者
④ 75歳以上のみの世帯で、自力避難が困難かつ同意をする者
⑤ その他、特に災害時に支援が必要と市長が認める者

②
相談事業所・
ヘルパー

民生委員
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事業内容
実施時期

①利用者サポート事業
　 権利擁護相談・福祉ｻｰﾋﾞｽ利用に対する相談　職員による一般相談（随時）

②福祉ｻｰﾋﾞｽ利用援助事業
　 ・地域福祉権利擁護事業（東社協委託事業）
　　 対象・・在宅生活している認知症の症状や物忘れのある高齢者、
　　　　　　  知的・精神障がい者等
　 　内容・・福祉サービス利用援助
　　　　　　  日常的金銭管理サービス
　　　　　 　 書類等預かりサービス
　　 目標契約件数・・160件

  ・財産保全・管理サービス事業
　　対象・・在宅生活している要支援・要介護状態にある高齢者・身体障がい者等
　　内容・・上記に同じ
　　目標契約件数・・50件

　利用希望者の待機者解消に向けて取り組む
　安定した事業継続のため必要時は生活支援員の募集を行う
　専門員・支援員のスキルアップにむけ研修内容の検討・充実を図る
　意思決定支援に関する研修の実施

③苦情等対応専門相談　弁護士による専門相談（月1回）

予算(千円) 今年度予算 40,199 昨年度予算 39,584 昨年度比 615

サービス区分 福祉サービス総合支援事業 区分 継続

目的

福祉サービスの利用援助、利用に際しての苦情対応、判断能力の不十分な人々の権利
擁護相談等の福祉サービスの利用者等に対する支援を総合的・一体的に実施するため
の体制を整備することにより、福祉サービスの利用者等が、地域において福祉サービス
を安心して選択し、利用できることを目的とする。

(東社協委託事業・八王子市委託事業)

成年後見・あんしんサポートセンター八王子

10.　福祉サービス総合支援事業

事業名： 福祉サービス総合支援事業 担当名：
福祉総務課
権利擁護担当
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事業内容
実施時期

成年後見制度の中核機関として事業を実施する。

①成年後見・あんしんサポートセンター八王子運営委員会（年4回開催）

②成年後見制度の利用相談
　・一般相談　担当職員により随時開催
　・専門相談　弁護士、司法書士により開催（月2回開催）

③啓発普及　　講演会・学習会（年13回開催）　出前講座等

④市民後見人候補者の養成
　 ・市民後見人専門講習会の実施
 　・実習活動の支援
　 ・市民後見人連絡会

　職員・市民後見人のスキルアップにむけ研修内容の検討・充実を図る
　意思決定支援に関する研修の実施

⑤後見人サポート
　 成年後見人等への相談支援/親族後見人交流会/専門職後見人交流会

⑥地域ネットワークの活用
　 関係機関連絡会/事例検討会や情報交換会への参加（随時）

⑦法人後見監督業務

⑧法人後見業務
　・目標受任件数・・⑦⑧合計で13件

⑨支援検討会の開催（年8回開催）

予算(千円) 今年度予算 30,253 昨年度予算 29,764 昨年度比 489

サービス区分 成年後見活用あんしん生活創造事業 区分 拡充

目的

認知症高齢者・知的障がい者等が判断能力の低下により、財産管理や日常生活を営む
ことが困難となった場合に地域で安心して生活を継続できるよう、成年後見制度の積
極的な活用を図る。

(八王子市委託事業)

成年後見・あんしんサポートセンター八王子

11.　成年後見活用あんしん生活創造事業

事業名： 成年後見活用あんしん生活創造事業 担当名：
福祉総務課
権利擁護担当
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事業内容
実施時期

学童保育所26学童保育所37施設の管理運営を円滑に行うため以下の取り組みを行
う。
対象児童：小学校１年生～６年生（４年生以上の受け入れは八王子市の指定する10施設
のみ）
なお八王子市の待機児童対策として、令和4年度より小学校の特別室、多目的室を使用
した分室による保育を実施。令和5年度の実施施設は七国小①、まつぎ、宮上、大和田
小、片倉台、寺町の6施設。

・職員の資質向上を目的とした研修の実施、施設内外の環境整備、危機管理体制を整備
する。
・施設間交流行事の企画実施、地域住民との交流を推進し、地域福祉に貢献するととも
に地域における学童保育所の理解に努める。

○八王子市の方針により、市内を2つの圏域に分割し、管理運営を行う。

○前年度から管理運営を行う施設が減少したことから、現行の4ブロックから3ブロッ
ク制に移行し、地区統括責者を配置、運営体制の適正化を図る。

○入所児童、保護者、職員等のメンタルヘルス相談、保健衛生指導を目的に、学童保育
管理アドバイザーとして臨床心理士１名、学童保育相談員2名(臨床心理士)を継続雇用
し、保育内容の向上に努める。

○放課後子ども教室との連携に努める。

○指定管理期間（八王子北部地域・10学童保育所14施設）：令和4年４月１日～令和9
年３月３１日

○指定管理期間（八王子南部地域・16学童保育所23施設）：令和5年４月１日～令和10
年３月３１日

予算(千円) 今年度予算 1,038,792 昨年度予算 1,159,273 昨年度比 △ 120,481

サービス区分 学童保育事業 区分 継続

目的

家庭の都合で放課後帰宅しても適切な保護が受けられない児童を対象に保育を行う。
遊びを中心とした生活を送り、異年齢集団の中で社会性を身につける機会とし、一人一
人の子どもたちの健全な育成と福祉の増進に寄与する。

(八王子市指定管理事業)

12.　学童保育事業

事業名： 学童保育所の管理運営 担当名： 学童保育課
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事業内容
実施時期

地域団体で実施が困難な地域の放課後子ども教室事業の管理運営を受託し、地域団体
と協働しながら子どもたちが安心して遊び、学ぶことができる居場所を提供し、地域福
祉の向上に寄与する。又、学童保育事業との連携を進め、多様な行事の企画実施も行
う。

○委託された放課後子ども教室の管理運営を行う。
　３か所（松木小、長池小、柏木小は継続。由井三小、船田小は次期指定管理者に運営を
移行）
　対象児童：小学校1年生～６年生
　実施回数：週5回（月～金）１２月２９日～１月３日を除く
     ※柏木小は三季休業期間は中止。

○内容
  （１）遊びの場、学びの場としての実施全般に関すること。
  （２）利用児童の登録、傷害保険料の徴収、保険の申込み、保険適用の場合の申請。
  （３）利用児童の名簿作成。
  （４）学校や地域関係団体との連絡調整。
  （５）委託料の会計管理。
  （６）関係書類の作成及び提出。

○近隣学童保育所との連携に努める。

予算(千円) 今年度予算 1,903 昨年度予算 3,119 昨年度比 △ 1,216

サービス区分 放課後子ども教室事業 区分 継続

目的
放課後及び夏休み等に小学校の校庭、施設を利用し、子どもたちに安全で安心な居場
所を提供する。

(八王子市委託事業)

13.　放課後子ども教室事業

事業名： 放課後子ども教室の管理運営 担当名： 学童保育課
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14.　歳末たすけあい運動事業

事業名： 歳末たすけあい運動 担当名： 市民力支援課

サービス区分 歳末たすけあい運動事業 区分 継続

目的
共同募金運動の一環として歳末たすけあい運動を実施する。

事業内容
実施時期

○歳末たすけあい募金
・実施時期：12月
・募金目標額：7,160,000円
・町会自治会募金・一般市民・団体募金・シニアクラブ募金・募金箱（大型店舗等）募金、
街頭募金活動を実施する。
・歳末たすけあい運動の一環として、道の駅八王子滝山や、はちおうじＮＰＯフェスティ
バルなど、多くの市民が集うイベントを利用して、市民や企業から提供されたバザー品
を販売し、募金額に充当する。

○歳末たすけあいバザー （民生委員児童委員協議会との共催）
・新型コロナウィルス感染拡大防止の観点から、令和５年度は中止とする。
（令和元年度：台風復旧により中止、令和２～４年度：コロナにより中止）
・民生委員児童委員協議会との協議を行い、今後のあり方について検討を行う。

予算(千円) 今年度予算 1,235 昨年度予算 2,521 昨年度比 △ 1,286
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昨年度比 2,387予算(千円) 今年度予算 44,486 昨年度予算 42,099

目的
長房ふれあい館を管理運営し、高齢者福祉とコミュニティ活動の増進を図る。

(八王子市指定管理事業)

事業内容
実施時期

高齢者施設
○対象者：八王子市在住で満60歳以上の方
○休館日：毎月第2・4月曜日、年末年始
○利用時間：午前9時～午後4時
○内容：個人・団体に対し部屋の貸出業務、お風呂の提供、イベント等を行う。

集会施設
○対象者：八王子市在住・在勤・在学の方
○休館日：毎月第2・4月曜日、年末年始
○利用時間：午前9時～午後9時30分
○内容：有料による部屋（会議室・多目的室・創作室）の貸出業務、年間を通じた教室の
開催、文化祭・イベントの開催を行う。

〇令和6年度からの指定管理選定の公募について検討する。

サービス区分 長房ふれあい館指定管理事業 区分 継続

16.　長房ふれあい館指定管理事業

事業名： 長房ふれあい館管理運営 担当名：
福祉総務課
総務担当

15. 恩方老人憩の家指定管理事業

事業名： 恩方老人憩の家管理運営 担当名：
福祉総務課
総務担当

サービス区分 恩方老人憩の家指定管理事業 区分 継続

目的
恩方老人憩の家を管理運営し、高齢者福祉の増進を図る。

(八王子市指定管理事業)

事業内容
実施時期

○対象者：八王子市在住で満60歳以上の方
○開館日：月～金曜日
○利用時間：午前9時～午後4時
○内容：個人・団体に対し部屋の貸出業務、お風呂の提供、各種教室、講座、文化祭等を
行う。

〇令和6年度からの指定管理選定の公募について検討する。

予算(千円) 今年度予算 10,677 昨年度予算 10,385 昨年度比 292
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昨年度比予算(千円) 今年度予算 - 昨年度予算 -

目的

東京都共同募金会の八王子地区協力会として赤い羽根共同募金地区募金を行う。ま
た、地域の状況に即した赤い羽根共同募金地域配分ができるよう、東京都共同募金会
に推薦する。

事業内容
実施時期

10月1日から翌3月31日までの６か月間で実施する。
12月については、「歳末たすけあい募金」もあわせて実施する。

〇市内の町会・自治会・管理組合へ協力依頼し、募金を実施する。
・募金実施時期：10月～12月
・募金目標額：8,500,000円
・街頭募金や町会自治会へのポスター掲示依頼などによる募金ＰＲ活動の強化

〇地域配分の申請を受け、配分推せん委員会において審査し、東京都共同募金会に推
薦する。
・申請受付：11月
・配分推せん委員会：1月
・決定通知：3月

サービス区分 共同募金地区協力会 区分

18.　共同募金運動に関する事業

事業名： 赤い羽根共同募金運動・地域配分 担当名： 市民力支援課

17. 自動販売機設置事業

事業名： 自動販売機の設置 担当名：
福祉総務課
総務担当

サービス区分 自動販売機設置事業 区分 継続

目的
自動販売機、証明写真機を設置し、自主財源の確保を図るとともに、障がい者団体等へ
助成を行い、障がい者福祉並びに地域福祉の充実を図る。

事業内容
実施時期

○飲料水販売機　　設置台数　32台（17ヶ所）
（市庁舎、体育館、八王子駅北口地下駐車場、市営霊園、保健所、グループホームいろど
り前、ウイングス前、八王子保育専門学院、特別養護老人ホーム清明園等）

○証明写真販売機
 設置台数2台（市庁舎、南口事務所）

○民有地への本会自動販売機の設置依頼を行う

〇飲料水販売機から生じた手数料を財源とし、下記の障がい者団体に助成する。
　　助成先 ：八王子視覚障害者福祉協会 ・八王子市聴覚障害者協会
　　八王子市手をつなぐ親の会 ・八王子市身体障害者福祉協会 ・八王子障害者協議会
　　助成上限額：300,000円

予算(千円) 今年度予算 15,341 昨年度予算 15,850 昨年度比 △ 509
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